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又,供試 した系統の来歴 と特長は次のとお りである。
: は  じ 力

' 
き 早……早熟系統,コ マーシャル大群の中から選抜した早

昭和51年度より,当地域に普及すべき実用鶏として,W     熟鶏を基にして造成
LIx(WLIxP)な るこ元交配種が適当であろうとい   18……岐阜県種鶏場より導入,中躯,中卵,多産 ,強健
う前提を設け,新 シリーズの組合せ検定を開始している。   T… …イ嵯 ,大卵
61年の検定結果から,WLIに相当する単元 (雄系 )と    Z… …北海道滝川畜試より導入,小駆,大卵,早熟
して,Z系が有力と考えられ,また,二元交配を用いた能   △……岡崎種畜牧場より導入,中纏,大卵
力予測から, ZX(18 XP)が期待できるとされたう。     E… …ガーバー,ハイネルより作成,多産,大卵
そこで,昭和52年は単元として自レグ三系統の性能把握   P… …パーメンター系ロード,奥羽種畜牧場より導入 ,
と,こ れらの二元交配鶏の性能および自レグ三系統を雄系     多産,大躯 ,強健,耐寒性に富む
とした場合の三種類の二元母鶏の組合せ能力を比較した。   25… …岐阜県種鶏場より導入,小躯,大卵
昭和53年は,新 たに二系統を加え,単元 ,正逆交配およ   B4 ~民 間種鶏場より導入
び二元交配における特性把握 ,三元交配は,自 レグニ系統   D― ―早熟系の中より持続性について選抜
を雄系とした場合の四種類の二元母鶏の組合せ能力を比較   BMCP… 無́選抜無作為交配による雑種鶏群
したので,その結果の概要を報告する。           飼養方法は,当場で実施している慣行法に従い,育成は

開放鶏舎,120日齢からウィンドウレス鶏舎 (14時間点灯 )
2 試 験 方 法 へ収容 した。

供試鶏は,昭和52年 4月 21日 および昭和53年 4月 19日 に
3 試験結果および考察ふ化した。検定期間は餌付から450日齢までとし,対照鶏

として53年はSおよびB,54年 は8およびⅡの外国銘柄を   1 52年ふ化鶏について
用いた。供試鶏の交配様式を表 1および表 2に示 した。     450日 齢までの検定成績は表1の とおりである。

表 1 52年ス化鶏検定成績
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単元については,育成率の低いT系が生存率で高くなり,
逆に育成率の比較的高い18系の生存率が低 くなった。産卵

率は早熱と18系がやや高く,T系はこれらに及ばなかった
ものの卵重が重 く体重が 1,497′ と軽いため , 飼料要求率
で236を示 した。
二元交配については,18 X T,18× PおよびTXPの育
成率が 100%と 良い成績を示した。 ロード交雑鶏はいずれ
も体重が重 くなっているが,18 X Pが 産卵率と産卵個数 ,

そしてTXPが産卵率で良い成績を示し,収益指数ではい
ずれも2,000を越える結果となった。 しかし,対照区 8の
卵重には及ばず,収益指数で 18× Pが対照区 3をやや上回
る結果となったのみである。飼料要求率では,いずれの組
合せも24台の良い成績を示し,卵重についての改良がな
されるならば, ロード交雑鶏については更に良い成績が期
待されるところである。

三元交配については,早 ×A P,早×E P,18XA P
およびZXA・ P力収 益指数 2,000を越える高い産卵性を示
したが ,特にZXA Pの組合せは生存率が 100%と 1羽 も
おちることなく,産卵個数 2300個 ,飼料要求率 236と い

ずれも全組合せの中で最高の戦値を示した。従って,収益

表 2 53年 ふ化鶏検定成績

1)異符号間に有意差あり  *:P<005, ‐ :

の中で最 もすぐれた収益指数を示 したが,外国銘柄を凌 ぐ
ものではなく,産卵率,卵重および産卵日量に差がみられ
特に産卵日量は大きく劣った。体重は軽いため,飼料要求
率は Sと 同程度の値を示 し,小格化については25系の利用
によリー応の成果は得 られた。しかし,HはJ壇 で尚かつ
産卵性 も抜群の成績を示 しているので,今後さらに産卵性
ないし卵重の改善に努力する必要がある。

3 要

指数も2,207と なりいずれの対照外国銘柄の収益指数を上

回る好成績となった。全体的にみて,産卵率70%,産 卵個
数 200個以上の組合せが多くみられ,特にロード交雑鶏は
その強健性を生かして上位 6位まで占める結果となった。
2 53年ふ化鶏について
表 2に 450日 齢までの検定成績を示した。

単元については,25系がイ壊 なため混飼では,他の鶏種
との競合により不利となり,育成率は最低であったが,生
存率は高 く,飼料要求率が230と すぐI17Jヽ躯であることの
メリットが見られた。D系は, 50%産卵日齢が 151日 と早
熟であり,産卵率も外国銘柄 Sに匹敵する高酬直を示した。
二元交配については,25と Dの正逆交配とも飼料要求率
が両親よりすぐれ,25のガ嵯 体とDの高産卵性の補完効果
がみられた。正逆間では,25× Dがその逆交配より,産卵
性がすぐれる傾向がみられた。25およびDと Pの二元交配
は,Sの水準に比 して産卵率,ヘ ンハウス産卵数および飼
料要求率についてはすぐれる傾向がみられた。又,25 X P

はDXPに比 して産卵日量に差がなかったが ,体重が有意
に軽く,飼料要求率は大幅にすぐれた。
三元交配については, 25Xヽ Pが三元交配の8組合せ

P<001

ロード交雑鶏が上位 6位 を占め,雄系としては早熟 ,雌鶏
としては■XPが有望 と思われ,ま た,組合せとしては ,
Z× (AXP)が 最も高t湘合せ能力を示 した。53年の組
合せ検定の結果 ,25系 は小駆 ,大卵であり,D系は育成率
および生存率は低い傾向があるが ,早熟 ,多産であった。
三元交配の中では ,25X(B4XP)が 最 もすぐれる収益指
数を示 したが ,外国銘柄を凌ぐものではなかった。
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昭和 51年度より,WLIx(WLIXP)な る高能力三

元交配種の作出を目的とする新シリーズの組合せ検定を行

っている。52年ふ化鶏の組合せ検定の結果,収益指数では
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